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令和7年6月1日

424-0806

054-371-7000
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人鈴木学園 昭和43年11月9日 理事長　鈴木　啓之 静岡県三島市一番町15-35
411-0036

055-971-1833

中央動物総合専門学校 令和2年3月30日 小野　聡 静岡県静岡市清水区辻1-12-17

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

文化・教養 文化教養専門課程
動物総合学科アニマルマスター

コース
令和 2(2020)年度 - 令和 4(2022)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
第３条 中央動物総合専門学校は、教育基本法（昭和22年法律第25号）の精神に則り、学校教育法（昭和22年法律第26号）に従い、動物看護師、トリマー、動物飼育員の養成を行うととも

に、教養の向上と人格の陶治を図るため、組織的な教育を行うことを目的とする。

学科の特徴（取得可

能な資格、中退率

等）

愛玩動物飼養管理士取得に必要な学科・実習を行う。1年時に基本、2年時に応用の内容を学習し、実践的な実力を身につけさせる。

NAVAペットケアアドバイザー、アニマルトレーナー２級、アニマルトレーナー１級　ほか

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれか

に記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和6年度卒業生）

54
■地元就職者数 (F) 42
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 96

98

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 56
■就職希望者数 (D)　　　　　： 55
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和６年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

トリミングサロン、動物園、水族館、観光牧場、ペットショップなど

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の

ホームページ

URL

―

96
■進学者数 0
■その他

進路未定者：1名

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した

実習等の実施状況

（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数 98

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 9

教員の属性（専任

教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等においてそ

の担当する教育等に従事した者であって、当該専門課程の

修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六年以上

となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 8

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 6

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 1

 計 17

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の実

務の能力を有する者を想定）の数
17

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 1

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 1

第三者による

学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体： ― ―
評価結果を掲載した

ホームページＵＲＬ
―



種別

－

－

－

－

①

③

（年間の開催数及び開催時期）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

プードル以外の柔らかい毛質の犬種（例：ビションフリーゼ、マルチーズ）に対する実習時間の拡充と、技術指導の強化。（計画）

テリアのプラッキングについても、講義だけでなく実習を取り入れることの検討。（計画）

大型犬の実習における、犬種ごとの特性を踏まえた技術指導の充実。（実行）

1年生のグルーミング実習における、接客スキルの向上に繋がるような、より実践的な内容の導入。（実行）

実習の進捗状況を定期的に評価し、必要に応じてカリキュラムの修正を行う。（評価）

学生からのフィードバックを積極的に収集し、教育課程の改善に役立てる。（評価）

業界の最新動向やニーズを把握し、教育課程に反映させる。（改善）

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

・患者さんへの対応や大動物、海洋動物などの実習は校内で指導することや学生自身が経験することが難しい。実習時に専門分野

に関する知識・技能・技術（最新技術や専門性の高い技術）を施設等で経験することは、就職後の実務を遂行する上で大切である。

また、企業ニーズ、業界ビジョンを教授することで、仕事に対する目標や、将来像を具体化できる。その他社会人基礎力の習得やそ

の方法を学ぶことができ、社会人力育成に繋がる。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

杉山 実緒 中央動物総合専門学校
令和6年4月1日～令和7年3月

31日（1年）

名　前 所　　　属 任期

鈴木　康之 中央動物総合専門学校
令和6年4月1日～令和7年3月

31日（1年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を

行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

�教育編成委員会を通して、出された意見をできる限りその年度の授業に反映していく。

　また、学科内で情報を共有し、適宜カリキュラムの見直しを行う。

・授業外で企業と連携した特別講義を実施し、常に新しい知識と技術の修得ができる時間を確保する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

 動物分野に関する企業、団体等との連携体制を確保して、教育課程の編成を行うために、「教育課程編成委員会」を設置。教育課程編成委員は中央動物総

合専門学校教員と企業関係者等の外部役員から成るものとし、動物業界の動向や教育に導入すべき先端知識や技術等について意見を交換し、より質の高い

教育課程の編成を行うものと位置付ける。生徒が卒業後に企業等で有用な人材をなるために、業界の要請を十分に取り入れた実践的な職業教育が主体的・

協働的に編成されるよう、２回の会議と学科会議・コース会議を経て、校長の承認を得て決定する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

大橋 としみ 中央動物総合専門学校
令和6年4月1日～令和7年3月

31日（1年）

令和6年5月1日現在

近藤 麻矢 中央動物総合専門学校
令和6年4月1日～令和7年3月

31日（1年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。

　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）

　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、

　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）

　　　②学会や学術機関等の有識者

　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（10月、3月）

（開催日時（実績））

第１回　令和6年8月27日　15：00～16：30
第２回　令和7年2月28日　16：15～17：45

坂本 敏 全国動物専門学校協会 副理事長
令和6年4月1日～令和7年3月

31日（1年）

藤岡 聡美 株式会社わんにゃん通り 代表取締役
令和6年4月1日～令和7年3月

31日（1年）

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

�実務に必要な知識と技術の臨地研修

・現場体験と講話による研修

企業等の学生に対する評価表をもとに、学生へフィードバックおよび指導を行っている。また学生は研修内容を発表して他学生と共

有している。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

インターンシップ

科　目　概　要

学校法人鈴木学園　夏期教職員研修会 連携企業等： 学校法人鈴木学園

令和7年8月2日 対象： 常勤教職員

学校法人滋慶学園東京ECO動物海洋専門学校に訪問し、専門実務および学校運営の研修を行う。

沖縄ペットワールド専門学校　訪問研修 連携企業等：
学校法人KBC学園　専修学校沖縄

ペットワールド専門学校

未定 対象： 常勤職員

沖縄ペットワールド専門学校に訪問し、専門実務および学校運営の研修を行う。

対象： 常勤教員

専修学校の新任教員に対し、専修学校教員として必要な基礎知識を身につけさせることにより本県の専修学校教

員の資質向上を図る。

学校法人滋慶学園名古屋ECO動物海洋専門学校　訪問研修 連携企業等： 学校法人滋慶学園

未定 対象： 常勤職員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

学校法人鈴木学園　夏期教職員研修会 連携企業等： 学校法人鈴木学園

令和6年8月2日 対象： 常勤教職員

有限会社市の瀬牧場、わんちゃんの美容室セッ

テ、那須アルパカ牧場、宇都宮動物園、Port

Farmなど合計２５施設

企業連携の方法

３．【校外】企業内実習

（４に該当するものを除

く。）

実際の動物関連施設で実地業務に参加し、

これまでに学んだ学習内容を統合し、実務

能力の修得・向上を図る。

科　目　名 連　携　企　業　等

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

アニマルキーパーズカレッジとの合同研修で飼育など指導技術を学ぶ

関東研修 連携企業等： 横浜ズーラシアなど

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学校法人鈴木学園教職員の研修実施要綱において、教職員は、団体・組織等との連携のもと、専攻分野における実務に関する知

識、技術及び技能の修得・向上並びに、授業及び生徒に対する指導力等の修得・向上を図ることを目的として研修機会を確保し、計

画的に受講し、研修後は学内での情報共有を図るとともにその成果を教育内容・教育方法に反映する。

アニマルキーパーズカレッジ合同研修 連携企業等： アニマルキーパーズカレッジ

令和6年6月26日～令和5年6月28日 対象： 常勤教員

令和6年11月21日～令和6年12月22日 対象： 常勤教職員

横浜ズーラシアなどの施設で研修を行い、実務を学習する

②指導力の修得・向上のための研修等

組織、生成AI、各校取り組みについて知る

学校法人鈴木学園　春期教職員研修会 連携企業等： 学校法人鈴木学園

令和7年3月21日 対象： 常勤教職員

専修学校の新任教員に対し、専修学校教員として必要な基礎知識を身につけさせることにより本県の専修学校教

員の資質向上を図る。

新任教員研修会 連携企業等： 公益財団法人静岡県職業教育振興会

令和6年8月1日～令和6年8月9日

②指導力の修得・向上のための研修等

未定

学校法人鈴木学園　春期教職員研修会 連携企業等： 学校法人鈴木学園

令和8年3月25日 対象： 常勤教職員

未定

新任教員研修会 連携企業等： 公益財団法人静岡県職業教育振興会

未定 対象： 常勤教員



種別
企業等委

員
他校関係

者

保護者

（３）学校関係者評価結果の活用状況

・教職員の情報共有については日々見直しを行う。

・スケジューリングを細かく行い、教育行事の準備に余裕を持つようにする。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価

を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学生による学校、教員評価の結果と教職員による学校評価の結果、及び年間計画やカリキュラム、資格試験合格率、就職実績等の資料を基に当該年度の教育活動、前年度の結果を４．（２）にある

項目ごとに評価する。評価に当たっては以下の点が守られていること。

� 自己評価に対する評価を基本とし、改善方策・評価項目・重点目標、学校運営の改善取組み等について言及されていること。

� 自己評価の評価結果に対して、評価項目ごと学校関係者評価結果が付された相対的な記載となっていること。

� 学校関係者評価委員会が、主体的・能動的な評価を実施していること。

【改善等への活用方針】

・改善案は評価項目毎の評価を基に、学校関係者評価委員に改善の方針をできるだけ委員会内で示す。

・学校関係者評価委員会の評価を参考に具体的な活用方法については学校内で別途検討する。

・改善した内容に関しては、職業実践専門課程様式４に基づいて毎年公開する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

中野光生 プラスシーアクアリウム
令和6年6月1日～

令和7年5月31日（1年）

廣瀬泰介 中央調理製菓専門学校静岡校（グループ校）
令和6年6月1日～

令和7年5月31日（1年）

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集
（８）財務 （８）財務

（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）学修成果
（５）学生支援 （５）学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情

報を提供していること。」関係

（◯ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://suzuki.ac.jp/animal/disclosure/

公表時期： 2025/6/1

海洋アクアリウム学生保護者
令和6年6月1日～

令和7年5月31日（1年）
望月マキ

（２）各学科等の教育 開　示：カリキュラム（HP、パンフレット）
（３）教職員 開　示：教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 開　示：インターンシップ研修

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
ホームページへの学校活動の掲示

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 開　示：学校の概要、事業計画

（８）学校の財務 開　示：貸借対照表、収支計算書
（９）学校評価 開　示：学校関係者評価
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 開　示：年間スケジュール
（６）学生の生活支援 開　示：アパート紹介
（７）学生納付金・修学支援 開　示：納付金

（◯ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://suzuki.ac.jp/animal/disclosure/

公表時期： 2025/6/1

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法



必

　

　

修

選

択

必

修

自

由

選

択

講

　

　

義

演

　

　

習

実

験

・

実

習

・

実

技

校

　

　

内

校

　

　

外

専

　

　

任

兼

　

　

任

1 ○
動物総合学/

実習

コース分けを行うためにコース分け後に行う

実習や座学を学んでもらう。そここら2年間

の学生生活のイメージをもってもらう。ま

た、各業界の型をお呼びして業界説明も行っ

てもらう。

1

前
30 1 ○ △ ○ ○ ○

2 ○ 犬学Ⅰ

犬の歴史や習性、体の構造や特徴を理解し、

犬への知識を深める。畜犬団体による形態・

用途によるグループ分けを理解し、様々な犬

種のスタンダードな特徴・性質を知識として

身につける。

犬という心ある動物の生態を理解し、さまざ

まな技術習得のための基礎をつくる。

1

前
26 1 ○ ○ ○

3 ○ 犬学Ⅱ

1学年時に学習した内容を卒業後の実務経験

に活かせるよう、犬と人の共生、犬の生活、

体の構造機能、行動、病気、介護、リハビリ

テーションなど犬に関わる幅広い分野で活躍

できる知識を身につけます。

2

前
30 2 ○ ○ ○

4 ○ ネコ学Ⅰ
猫について性質や猫種の理解, 病気や猫の体

の仕組みを学習する。

1

後
26 1 ○ ○ ○

5 ○ ネコ学Ⅱ
猫について性質や猫種の理解, 病気や猫の体

の仕組み,最期等を学修する。

2

後
30 2 ○ ○ ○

6 ○ 動物行動学Ⅰ

本授業では、動物のストレスとその原因、そ

してそれを解決するための具体的な方法につ

いて学びます。動物福祉の観点から、飼育環

境の改善、行動療法、薬物療法など、様々な

アプローチを検討します。受講生には、動物

のストレスを理解し、問題解決能力を身につ

けることを目指します。

1

後
18 1 ○ ○ ○

7 ○ 動物行動学Ⅱ

哺乳類から爬虫類、鳥類まで幅広い動物の生

態を理解し、問題行動の解決策、問題策を考

え、学びます。種、品種ごとに異なる行動が

現れる為、観察力を養う授業内容も含まれて

います。

2

前
20 1 ○ ○ ○

8 ○ 動物繁殖学

動物の繁殖に関する基礎知識を習得し、説明

でき様々な動物の繁殖戦略を比較し、その多

様性を理解できる。繁殖に影響を与える環境

要因や人間の関与を説明でき、動物の繁殖に

関する倫理的な問題について考察し、自身の

意見を述べることができる。

2

後
30 2 ○ ○ ○

9 ○ 動物栄養学

栄養学の基礎、ペットフードと法規制、病態

と栄養について学び、動物看護の実践力を養

う。

2

後
30 2 ○ ○ ○

10 ○ 公衆衛生学

公衆衛生学の基礎知識の習得: 疫学、感染

症、環境衛生など、公衆衛生学の主要な分野

に関する基礎知識を習得。

健康問題の分析能力: 社会における健康問題

を多角的に分析し、その原因と対策を考察で

きる能力を養う。

問題解決能力: 公衆衛生上の課題に対して、

科学的根拠に基づいた解決策を提案できる能

力を養う。

国際的な視野: 世界の公衆衛生問題に関心を

持ち、国際的な協力の重要性を理解する。

1

前
26 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化教養専門課程 動物総合学科アニマルマスターコース）

分類

授業科目名 授業科目概要
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11 ○ 生物分類学Ⅰ

生物に関する学問の基礎となる生物分類につ

いて学び、幅広い知識を身に着ける。陸上動

物・水生生物・植物の各分野を広く扱う。ま

た生物分類技能検定受験に向けての対策も行

う。

1

前
54 3 ○ ○ ○ ○

12 ○ 生物分類学Ⅱ

生物に関する学問の基礎となる生物分類につ

いて学び、幅広い知識を身に着ける。陸上動

物・水生生物・植物の各分野を広く扱う。ま

た生物分類技能検定受験に向けての対策も行

う。

2

前
30 2 ○ ○ ○

13 ○
愛玩動物飼養

管理学

愛玩動物関連の組織や歴史、法規、栄養、か

らだのしくみなどの知識を全般にわたって学

習する。

1

通
90 6 ○ ○ ○

14 ○ 動物園学Ⅰ

動物園学では飼育環境下における動物の生

理、生態、行動に関する専門知識を習得しま

す。動物福祉の重要性を深く理解し、動物園

の役割の理解や、エンリッチメントの導入方

法を学びます。また、絶滅危惧種の保全に関

する国内外の取り組みを学び、効果的な情報

発信や、教育・環境教育の実践力を養いま

す。

1

通
54 3 ○ ○ ○

15 ○ 動物園学Ⅱ

動物園学では飼育環境下における動物の生

理、生態、行動に関する専門知識を習得しま

す。動物福祉の重要性を深く理解し、動物園

の役割の理解や、エンリッチメントの導入方

法を学びます。また、絶滅危惧種の保全に関

する国内外の取り組みを学び、効果的な情報

発信や、教育・環境教育の実践力を養いま

す。

2

通
60 4 ○ ○ ○

16 ○ 畜産学Ⅰ

本授業では、畜産物がどのように私たちの食

卓に届き、生活に貢献しているのかを深く理

解することを目指します。家畜の生産から、

肉、乳、卵、皮革、毛などの製品化までの過

程を学び、それぞれの特性や品質評価、そし

て現代社会における畜産物の役割について考

察します。さらに、畜産と環境、動物福祉、

食の安全といった現代的な課題についても触

れ、持続可能な畜産について考える授業を実

施します。

1

後
54 3 ○ ○ ○

17 ○ 畜産学Ⅱ

本授業では、動物個体の発生から分化に至る

までの基本的なメカニズムを理解し、家畜繁

殖技術への応用について学びます。受精から

胚発生、細胞分化に至るまでのプロセスを分

子レベルで解説し、体外受精や胚移植などの

最新技術とその実際の活用方法についても紹

介します。さらに、遺伝子発現制御や幹細胞

の役割についての理解を深め、畜産業におけ

る応用を身に着けます。

2

通
60 4 ○ ○ ○

18 ○

コンパニオン

アニマルアニ

マル学Ⅰ

コンパニオンアニマルの生物学的な知識を習

得し、それぞれの動物の特性を理解する。

適切な飼育管理の方法を習得し、動物の健康

と福祉を維持できるようになる。

動物愛護の重要性を認識し、人との共生につ

いて深く考えることができる。

1

通
36 2 ○ ○ ○

19 ○
コンパニオン

アニマル学Ⅱ

コンパニオンアニマルの生態や飼育管理方法

について学ぶ

2

通
60 4 ○ ○ ○

20 ○ 体育Ⅰ

有酸素運動やスポーツ等を実施し基礎体力の

向上を目指す。運動における基本的な動作を

身につける。

1

通
54 3 ○ ○ ○ ○

21 ○ 体育Ⅱ

有酸素運動やスポーツ等を実施し基礎体力の

向上を目指す。運動における基本的な動作を

身につける。

2

通
60 4 ○ ○ ○ ○

22 ○
野生動物実習

Ⅰ
動物園の施設や動物について学ぶ

1

通
120 4 △ ○ ○ ○ ○

23 ○
野生動物学/

実習Ⅱ

野生動物学の形態・生理・生態及び動物園の

施設、動物、展示等について学ぶ

2

通
90 3 △ ○ ○ ○ ○



24 ○
トレーニング

学/実習Ⅰ

犬の学習理論、特に陽性強化トレーニングの

手法を学び、実際のトレーニングに適用でき

るスキルを身につけます。犬とのコミュニ

ケーションにおいては、ボディランゲージや

カーミングシグナルを正確に読み取り、犬の

行動を理解し、適切な対応を行う力を養いま

す。加えて、犬のストレスに関する知識を深

め、ストレスの原因やサインを識別し、効果

的に対応する方法を学ぶ。

1

通
54 1 ○ ○ ○

25 ○
トレーニング

学/実習Ⅱ

犬の行動学、学習理論、動物福祉、飼い主支

援に関する知識と実践技術を総合的に学びま

す。犬の自然な行動や生得的本能、気質、脳

の働きを理解し、それを基にした効果的で倫

理的なトレーニング手法を身につけます。ま

た、吠えや咬みつき、トイレの失敗といった

問題行動の改善策を科学的に分析し、適切に

対応する能力を養います。さらに、動物福祉

の基本原則「5つの自由」に基づいた犬の幸

福度の評価や、ストレス管理、不妊処置の必

要性、共通感染症予防など、犬と人が安全に

共生するための知識を深めます。

2

通
60 2 ○ ○ ○

26 ○ 飼育実習Ⅰ

様々な動物の飼育管理に関する基礎知識と実

践的なスキルを習得することを目的とする。

動物の生物学、行動学、飼育環境の整備、健

康管理、繁殖管理など、幅広い分野を学び、

動物福祉の重要性を理解し、動物との共生に

ついて考える。

1

通
90 3 ○ ○ ○

27 ○ 飼育実習Ⅱ

本授業では、動物園、水族館、動物病院な

ど、様々な動物を取り扱う施設で働く飼育員

の業務を体験し、動物の飼育管理に関する実

践的なスキルを習得することを目的としま

す。動物の生理、生態、行動を深く理解し、

動物福祉の重要性、動物との共生について学

び、将来、動物に関わる職業に就くための基

礎を築きます。

2

通
30 1 ○ ○ ○

28 ○
施設管理実習

Ⅰ

学生は将来、動物園や牧場などの施設へ就職

した際に柵やケージなど作成する必要があ

る。この授業では、作成物の図面の引き方か

ら実際にケージ等を作成する技術を身に付け

る。また座学では工具の使用方法や名称につ

いても学ぶ。

1

通
54 1 ○ ○ ○

29 ○
施設管理実習

Ⅱ

学生は将来、動物園や牧場などの施設へ就職

した際に柵やケージなど作成する必要があ

る。この授業では、作成物の図面の引き方か

ら実際にケージ等を作成する技術を身に付け

る。また座学では工具の使用方法や名称につ

いても学ぶ。

2

通
60 2 ○ ○ ○

30 ○
グルーミング

実習Ⅰ

犬に触れ、扱い方や接し方を知る。

犬の基本的なお手入れ方法を学ぶ。

1

通
54 1 ○ ○ ○

31 ○
グルーミング

実習Ⅱ

基本的なグルーミング作業を通して犬の管理

や生態について理解を深める。

2

通
60 2 ○ ○ ○

32 ○
動物製菓実習

Ⅰ
犬のおやつの基本的な調理法を学ぶ。

1

通
54 1 ○ ○ ○ ○

33 ○
動物製菓実習

Ⅱ
犬のおやつの基本的な調理法を学ぶ。

2

通
60 2 ○ ○ ○ ○

34 ○ ビジネス論Ⅰ

学生が社会人として求められる基礎力（コ

ミュニケーション力、主体性、課題解決力な

ど）を理解し、実践できるようになる。ま

た、働くことの目的や意義を明確にし、将来

のキャリア形成に活かすことを目指す。

パソコン・スマートフォンやインターネット

の操作技術、ITリテラシーを向上し、プレゼ

ンテーション能力を向上させる。

1

通
54 3 ○ ○ ○ ○



35 ○ ビジネス論Ⅱ

①学生は情報伝達能力、表現力、コミュニ

ケーション能力などを高め、論理的思考力や

問題解決能力を養うことで、社会で役立つプ

レゼンテーションのスキルを培う。

②学生は「サービス」「接遇」についての初

歩的な知識と実技を理解する。これらを軸に

サービス業務に対する心構え、対人心理の理

解、言語非言語を通しての価値ある基本の応

対技術を培う。

2

後
60 4 ○ ○ ○

36 ○
ペットケアア

ドバイザー

この授業では,産業に適用し得るため,応用へ

の橋渡し教育として,いわゆる病気,疾患治療

の根幹の一角を為す健康,衛生管理等を習得

する

1

通
36 2 ○ ○ ○

37 ○
ペット防災概

論

「ペット防災」について過去の災害事例から

どの様な備えが必要かを学ぶ。また実習では

座学で学んだことを活かしハグ、ペットハ

グ、同行避難訓練、避難所設営訓練で実技を

学ぶことでヒトと動物が平常時も災害時も共

生できる社会を目指す上で必要な知識や技術

を身につける。

2

通
30 2 ○ ○ ○

38 ○
就職試験対策

Ⅰ

就職活動の流れを理解し、筆記試験を中心と

する就職試験の対策を演習形式で実施する

1

後
26 1 ○ ○ ○

39 ○
就職試験対策

Ⅱ

就職活動の流れを理解し、筆記試験や面接試

験等の就職試験の対策を実施する

2

前
30 2 ○ ○ ○

40 ○
インタ ーン

シップⅡ

2年次のインターンシップは、１年次に学ん

だ動物基礎知識、応用知識を踏まえて動物現

場の仕事内容を理解し、進路選択に役立てる

ことを目的としています。

2

通
60 4 ○ ○ ○ ○

41 ○ 実践力育成

接客能力や非認知能力を高めるためにオープ

ンキャンパス等の学生スタッフを通じて総合

的な能力を高める学習を行う。

1

後

/2

前

30 2 ○ ○ ○

42 ○
海外施設見学

研修

海外の施設を見学することにより文化の違い

を理解し、多様性を学ぶ。

1

後

/2

前

60 4 ○ ○ ○

43

期

週

合計 科目 104 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合

  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

15

卒業要件： 全科目履修
履修方法： 各教科における定期試験・課題・出席について学則に定める合格点を取

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）




